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12
月
11
日
、
日
本
共
産
党
岩
手
県

委
員
会
と
県
議
団
は
達
増
拓
也
知
事
に

対
し
「
２
０
２
１
年
度
岩
手
県
予
算
に

関
す
る
申
し
入
れ
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

申
し
入
れ
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
第
３
波
到
来
を
直
視
し
、『
検
査･

保
護･
追
跡
』
の
抜
本
的
強
化
と
く
ら

し
と
経
営
守
る
対
策
の
強
化
」「
東
日

本
大
震
災
津
波
、
台
風
19
号
、
２
０

１
６
年
台
風

10
号
災
害
か
ら
の
復

興
」「
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
新

た
な
県
政
を
め
ざ
し
て
」―
の
三
部
構

成
で
す
。 

 

菅
原
県
委
員
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
で
、
知
事
や
医
療
関
係
者
等
の
献
身

的
な
取
り
組
み
に
敬
意
と
感
謝
を
述

べ
、「
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
県
政

の
さ
ら
な
る
前
進
を
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

丸
10
年
を
迎
え
る
東
日
本
大
震
災

津
波
か
ら
の
復
興
で
は
、
災
害
公
営
住

宅
で
の
見
守
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

に
さ
ら
に
努
力
す
べ
き
だ
と
要
望
。「
大

震
災
、
大
不
漁
、
コ
ロ
ナ
」
の
三
重
苦

に
直
面
し
て
い
る
漁
業･

水
産
加
工
業

へ
の
支
援
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。 

 

達増知事(左から３人目)に申し入れる(右から)吉田恭子衆院１区予定
候補、高田県議、菅原県委員長、斉藤県議、千田県議（１２月１１日） 

 

 

斉
藤
県
議
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、

国
に
検
査
と
医
療
体
制
の
抜
本
的
な

拡
充
や 

 

達
増
知
事
は
「
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
保
健

所
体
制
や
医
療
体
制
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
復
興
の
課
題
で
は
、
心
の
ケ

ア
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
と
こ
ろ
で

ま
だ
ま
だ
支
援
が
必
要
だ
し
、
生
業
の
再

生
に
も
し
っ
か
り
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

国
保
で
は
42･

２
％
、
後
期
高
齢
者
医

療
で
は
76
％
、
計
56･

３
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
被
災
者
の
切
実
な
願
い
に

こ
た
え
る
重
要
な
成
果
で
あ
り
、
全
国

に
誇
れ
る
取
り
組
み
で
す
。
ま
た
10

年
連
続
で
被
災
地
福
祉
灯
油
も
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
県
独
自
の

家
賃
補
助(

月

10
万
円
上
限･

３
ヶ

月)

を
、
月
３
割
以
上
の
売
り
上
げ
減

少
の
事
業
者
を
対
象
に
条
件
を
緩
和

し
、
１
～
３
月
に
再
度
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
新
型
コ
ロ
ナ
の
同
時
検
査
体
制
は
、

11
月
末
で
９
医
療
圏
２
１
２
医
療
機

関
の
指
定
が
完
了
し
ま
し
た
が
、
医
療

圏
ご
と
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
り
、
改

善
・
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。 

 

女
川
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
達

増
知
事
は
「
宮
城
県
民
の
７
割
以
上
が

反
対
し
て
お
り
、
地
元
の
方
々
の
理
解

を
求
め
る
努
力
が
引
き
続
き
行
わ
れ

る
べ
き
」
と
答
弁
。
福
島
原
発
事
故
の

汚
染
水
処
理
に
つ
い
て
も
「
海
洋
放
出 

本会議で議案質疑に立つ斉藤県議(１２月３日) 

12
月
定
例
県
議
会(

11
月
25
日

～
12
月
８
日)

で
は
、
千
田
美
津
子
県

議
が
一
般
質
問
に
立
つ
と
と
も
に
、
斉

藤
県
議
が
議
案
に
対
す
る
質
疑
に
立

ち
ま
し
た
。 

被
災
者
の
医
療
費
等
の
免
除
継
続

に
つ
い
て
、
達
増
知
事
は
市
町
村
と
の

協
議
を
踏
ま
え
て
３
月
末
ま
で
は
現

行
通
り
継
続
実
施
し
、
４
月
か
ら
12

月
末
ま
で
は
、
非
課
税
世
帯
に
限
定
し

て
継
続
実
施
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
非
課
税
世
帯
の
割
合
は
、 

は
漁
業
関
係
団
体
が
風
評
被
害
へ
の
懸

念
か
ら
反
対
意
見
を
表
明
し
て
お
り
、
理

解
が
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
形
で
進
め
て

は
な
ら
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

拡
充
や
「
Go

To
ト
ラ

ベ
ル
事
業
」
の
中
止･

見
直
し
を
迫
る
べ
き

だ
と
強
調
。
県
が
病
院

や
高
齢
者
施
設
で
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
徹
底

し
、
民
間
病
院
へ
も
危

険
手
当
を
支
給
す
る

と
と
も
に
、
保
健
所
体

制
を
強
化
す
べ
き
と

提
起
し
ま
し
た
。
事
業

者
支
援
で
も
、
再
度
の

家
賃
支
援
と
と
も
に
、

「
県
版
持
続
化
給
付

金
」
の
創
設
を
求
め
ま

し
た
。 

  

◇県としてＰＣＲ等検査の抜本的強化に取り組むこと 
◇安心して必要な医療が受けられる医療体制の強化を 
◇保健所体制を抜本的に強化し、トレーサーの養成・配置
に取り組むこと 

◇｢県版持続化給付金｣の創設などの事業者支援、地域経済
を守る対策を強化すること 

◇少人数学級の実現と学校での安全確保を 
◇50戸以上の災害公営住宅の集会所に支援員を配置し、コ
ミュニティの形成確立に特別の対策を講じること 

◇主要魚種の大不漁と原材料費の高騰に対する緊急対策を 
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  【
11
月
】 

12
日 

県
議
団
が
奥
州
市
の
Ｊ
Ａ
岩
手
ふ

る
さ
と
、
介
護
・福
祉
施
設
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
水
沢
を
調
査 

13
日 

県
立
盛
岡
南
高
校
の
存
続
を
願
う

会
が「
存
続
を
求
め
る
嘆
願
書
」を

県
教
育
長
に
提
出 

15
日 

見
前
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
前
で
青
空
街
頭

演
説
、
こ
ぶ
し
の
会
決
起
集
会 

16
日 

議
運
、
12
月
議
会
の
議
案
説
明
会 

17
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会 

21
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

24
日 

議
運(

収
用
委
員
会
委
員
の
人
事
案

件
に
つ
い
て
質
疑) 

25
日 

議
運
、
12
月
県
議
会
開
会(

全
国
議

長
会
か
ら
25
年
表
彰
受
け
る) 

26
日 

岩
手
県
母
親
連
絡
会
の
菊
地
副
知

事
へ
の
要
望
に
同
席
、
県
立
盛
岡
南

高
校
・不
来
方
高
校
を
訪
問
・懇
談
、

し
わ
・ま
ち
コ
ー
デ
ィ
ネ
ッ
ト
役
員

と
懇
談 

30
日 

第
12
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

【
12
月
】 

1
～
3
日 

県
議
会
本
会
議
・一
般
質
問 

3
日 

千
田
美
津
子
県
議
が
一
般
質
問
、
斉

藤
信
県
議
が
議
案
に
対
す
る
質
疑

行
う 

4
日 

文
教
常
任
委
員
会 

6
日 

石
山
健
一
関
市
議
の
葬
儀
、
城
東
地

区
９
条
の
会 

8
日 

県
議
会
最
終
本
会
議 

11
日 

達
増
知
事
に「
２
０
２
１
年
度
岩
手

県
予
算
に
関
す
る
申
し
入
れ
」を

行
う 

15
日 

文
教
委
員
会
県
内
調
査(

県
立
水
沢

工
業
高
校
、
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｌ
Ｂ
Ｉ

水
沢
観
測
所) 

16
日 

県
営
南
青
山
災
害
公
営
住
宅
の
県

土
整
備
委
員
会
調
査
に
同
行 

19
日 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
一
斉
街
頭
宣
伝(

盛

岡
駅
前) 

20
日 

２
０
２
０
年
岩
手
県
革
新
懇
総
会 

21
日 

県
議
会
災
害
対
策
連
絡
本
部
会
議

で
質
疑 

22
日 

第
13
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

 

12
月
８
日
の
12
月

県
議
会
最
終
本
会
議

で
、
い
わ
て
の
介
護
を

良
く
す
る
会
の
皆
さ
ん

が
提
出
し
た
「
介
護
保

険
制
度
の
抜
本
改
善
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
強
化
を
求
め
る

請
願
」
と
そ
れ
に
基
づ

く
意
見
書
が
賛
成
多
数 

が
可
能
と
な
る
よ

う
、
介
護
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
、
見
直

し
③
保
険
財
政
に

お
け
る
国
庫
負
担

割
合
を
大
幅
に
引

き
上
げ
、
利
用
料
、

介
護
保
険
料
の
軽

減
な
ど
必
要
な
時

に
必
要
な
介
護
が

受
け
ら
れ
る
よ
う

介
護
保
険
制
度
の

改
善
を
は
か
る
こ

と 

 

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
公
明
党
が
反
対

し
ま
し
た
。
同
趣
旨
の
意
見
書
採
択

は
、
都
道
府
県
議
会
レ
ベ
ル
で
は
全
国

初
で
す
。
意
見
書
で
は
国
に
対
し
、
①

介
護
従
事
者
・
利
用
者
に
対
す
る
必
要

な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
迅
速
な
実
施
や
介

護
事
業
所
へ
の
経
済
的
支
援
②
２
０

２
１
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
介
護

報
酬
の
改
定
に
お
い
て
、
安
定
的
な
事

業
所
経
営
、
感
染
症
へ
の
適
切
な
対
応 

 

願
と
意
見
書
も
賛
成
多
数
で
採
択

(

公
明
党
が
反
対)

。
私
学
助
成
を
す

す
め
る
岩
手
の
会
が
６
万
７
千
筆
の

署
名
と
と
も
に
提
出
し
た
「
私
学
助

成
を
拡
充
さ
せ
、
教
育
費
負
担
の
公

私
間
格
差
を
な
く
し
、
子
ど
も
た
ち

に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
請

願
」
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

と―

な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

拡
充
を
求
め
る
岩
手
の
会
が
提
出
し

た
「
岩
手
県
の
医
療
費
助
成
制
度
に
つ

い
て
さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め
る
」
請

願
」 

員
増
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
政
府
が
公
立
小
学
校
の
１

学
級
の
人
数
を
全
学
年
で
35
人
以

下
に
す
る
方
針
を
示
し
た
こ
と
は
重

要
で
す
が
、
５
年
間
か
け
て
移
行
す

る
も
の
で
す
。
中
高
も
含
め
速
や
か

に
30
人
学
級
に
移
行
す
べ
き
で
す
。 

 

不
来
方
高
校
バ
レ
ー
部
員
の
自
死

事
件
に
つ
い
て
、
第
三
者
委
員
会
の

提
言
を
踏
ま
え
た
「
再
発
防
止
『
岩

手
モ
デ
ル
』
策
定
委
員
会
」
の
設
置

に
つ
い
て
質
疑
に
立
ち
、
特
に
県
教

委
と
学
校
自
身
の
対
応
の
検
証
が
重

要
と
指
摘
。
顧
問
教
師
等
の
速
や
か

で
厳
正
な
処
分
を
求
め
ま
し
た
。 

 

文教委員会で質疑に立つ斉藤県議(１２月４日) 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
少
人
数
学
級
の
早

期
実
現
の
課
題
で
は
、
県
内
で
小･

中

学
校
に
30
人
学
級
が
実
現
し
た
場

合
、
６
１
４
学
級
増
、
８
１
０
人
の
教

員
増
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。 

関根議長(右奥)に請願を提出するいわての介護を良く
する会の皆さんと同席する斉藤県議(左) (１２月１日) 

 

菊池副知事に要請する母親大会連絡会の
みなさんと同席する県議団（１１月２６日） 

 

ま
た
、
盛
岡
市
内
の
中
学
校
に
お
け

る
陸
上
部
顧
問
に
よ
る
異
常
な
パ
ワ

ハ
ラ
に
よ
り
、
将
来
性
あ
る
生
徒
が
退

部
し
、
大
き
な
精
神
的
打
撃
を
受
け
た

事
件
に
つ
い
て
、
顧
問
教
師
に
５
ヶ
月

の
停
職
処
分
が
下
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
部
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

お
け
る
暴
言
・
暴
力
の
根
絶
の
取
り
組

み
、
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
テ
ィ
グ
リ
テ
ィ

の
視
点
を
踏
ま
え
た
研
修
の
強
化
、
相

談
窓
口
の
設
置
と
実
効
性
あ
る
対
応

を
求
め
ま
し
た
。 

 

１月１３日（水）午後６時～ 

２月１０日（水）午後６時～ 

予約電話番号：６５１-５８８１ 

11月19日、宮古市と山田町を訪問し、震災復興と

新型コロナの課題について調査しました。 

 宮古市の水産加工会社(株)須藤水産との懇談で

は、水揚げされる魚が少ない問題や人材確保の問題

などが出されました。山本正徳宮古市長からは、雇

用調整助成金や持続化給付金等の申請期限の延長、

被災者の心のケアセンターの継続などの要望を受け

ました。佐藤信逸山田町長は、秋サケ資源回復と海

面養殖の生産技術確立、県立山田病院の診療体制の

充実、検査･医療体制の強化などを要望されました。 

盛岡南高校の存続を願う会のみなさんが
12580筆の署名とともに統合の白紙撤回
を求める嘆願書を提出（１１月１３日） 

 

高
校
再
編
で
は
、
盛
岡
南
高
校
の
存

続
を
求
め
る
嘆
願
書
と
１
２
８
５
０
筆

の
署
名
が
提
出
さ
れ
、
佐
藤
教
育
長
は

「
多
く
の
方
々
の
思
い
の
強
さ
を
改
め

て
感
じ
た
。
嘆
願
書
等
の
重
み
を
感
じ

な
が
ら
、
現
在
慎
重
に
検
討
を
進
め
て

い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
同
校
は
不
来

方
高
校
と
と
も
に
地
域
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
高
校
で
あ
る
こ
と
、
盛
岡

南
高
校
だ
け
が
学
級
減
を
行
っ
た
後
で

不
来
方
高
校
と
統
合
す
る
形
で
、
事
実

上
盛
岡
南
高
校
を
な
く
す
計
画
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
あ
く
ま
で
も
地

域
住
民
の
合
意
を
大
前
提
に
、
計
画
の

撤
回
、
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。 

 

11
月
26
日
、
岩
手
県
母
親
大
会
連

絡
会
は
達
増
拓
也
知
事
に
た
い
し
、
各 

地
で
今
年
開
催
し
た
母
親
集
会
に
も

と
づ
く
重
点
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

 

鈴
木
ま
き
子
会
長
は
、
感
染
抑
止

の
た
め
に
は
無
症
状
感
染
者
を
把
握

し
、
保
護
す
る
積
極
的
検
査
が
重
要
。

医
療
機
関
や
介
護･
福
祉
施
設
、
保
育

園
や
幼
稚
園
、
学
校
や
学
童
保
育
で

定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る

こ
と
、
希
望
者
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
す

ぐ
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

と
要
望
し
ま
し
た
。 

山本宮古市長と懇談する県議団と宮古市議団 


